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財務省関東財務局



１． 総論

【総括判断ｌ 「県内経済は、 持ち直しのテンポが緩やかになっている」

項 日 前回 （６年１月判新） 今回 （６年４月判ｌf ｌ） 前回
比較

解ｌｌ断 持ち直している 持ちｉしのテンポがａやかにな
っている

（注） ６年４月判新は、 前回６年１月事新田、足下の状況までを含めた期間で判断している,

（fiｌｌ斷の要点）

個人消費は、 物価上昇の影響力与 られるなか． 回ａ二向けたテンポが接や力、になっている。 生産ｊ活動は、
調含んでいる。 II用情勢ｆま、人手不是を Iｌl量に企業の採用意欲が高い状i況にあるなか．持ち直しつつある。

【各項目の判ｌ新】

11 目 前回 （６年１月判動 今回 （６年４月判断）
前国
比較

値人消量
物価上算の影響はみられるものの、接やかに回
ａしつつある

ｍｍられるなか、 国a二買ｌけた
テｍ二なっている

生産活動 一進一通の状況にある ｌlんでいる

雇用情勢 持ちｌｌしつつある ：ｌｌｌちｉしつつある

５年度は10加見込みとなっている（全規模 ・全
ｊli集ベース）

５ 前ｍとなっている（ｎ ・全ーース）

企業収益
５年度は滅益見込みとなっている（全規集べ一
ス）

５前ｍとなっている（解一
ス）

企業の

最況感

「上算」超となっている（全規換・全産集べ一
ス）

「・M」 ａとなっている 用・全i東べ一
ス）

住宅建設 前年を上回っている 解を上国つている

公共事業 前年を上回っている 解を下国つている

【先行き】

新きについては、E用・所得環境が改善する下で．各種政策の効果もあって、 最気が持ち直していくこ
と力明待される。 ただし、 世界的な金融引締めに伴う 開や中国経済の先行き態念など、 海外最気の下振れ
が最気を下押しするリスクとなっている。 また、物個ｉ上算、 中東地域をめく’る情勢、 金設本市場の変動等
の影響に十分注意する必要がある。さらに、 令和 ６年能登半島Ｍ開二与える影響に十分留意する必要
がある。



２． 各論

■ 個人消費 「物価上昇の影響がみられるなか、回復に向けたテンポが緩制、になっている」

スーパー販売額、コンビニエンスストア販売額、ドラッグストア販売額は前年を上回っているものの、物
価上⊠⊠によりそのテンポは報やかになっている。百ii店販売額、 家ｉ大型専ｌ’ｌｌ店販売額ホームセン
ター販売額は前年を下回っている。 集用章の新章登録届出台数は、一部メーカーの生産 ・出解止の影響に

より、 書通章、小型車、 軽業用車いずれも前年を下回っている。旅行や飲食：サービスなどは持ち直している。
このように個人消費は、 回復に向けたテンポ力報やかになっている 。

（主なヒアリング設）

⊠ 外商を中心に高題品の売れ行きは好９1をIt持しているものの、⊠ｂに比べてインバウンドのインパクトは小さいほか、理
統候ｌ期まれなかったこともあり、 売上は前年並みとなっている。 （百貨店）

» 値上げに伴う書単１11上第二より売上は增加しているが．消費者の節約志向がみられ、 響数は前抽年を下回っている, （スーパー）

» 購入点数は前年を下回っているものの、価格章識の進震によ 1,1客単価は増加していることから、 売上は前年を上回っている,
（ドラッグストア）

» ｎＭによｌり客数がｌ申び値んでいる．暖ＭI二より田林行きが不aだったほか、パソコンはコロナ
前ｍ報き統ｎヵ解 している, （家ｔ量販店）

,売成iメーカーの生度 ・出ｍ止に伴い、１ ～３月の販売台数は大幅にIt少した． 生産を再開した事種もあるものの 一部の
章種は受注制限を行っている． （自動章販売）一 国翻Iｔ定ｌ:t実施しているものの、 他店に比べてリーズナブルな価格を整持できていることから、 客数は增加しており、 売上も
前年を上回っている。 （ｍ＿ビス）

» 入ｉlｌ最光書数はコ ｏナｎの水準１二戻っており、御二インバウンドはアジアを申心に通Iｌl最高となっている, （業界国体）

■ 地活動 「弱含んでいる」

生産を業種別にみると、 生産用機械、 プラスチック製晶などが增加しているものの、化学、汎用機Ia、 輪

送機械が減少しており、 全体としては、弱含んでいる。

» これまでa確局面力報いていた科前況にようやく底打ち感がでているため、 科体向け製品のｌ量注が上向いており． エ
11m’率は前年１二比べて上表 している。 （プラスチック⊠）

» コロナ５ 新後． うがし、集や手指１構解解力時ち込んでおり． 生産量は前年を下回っている, （化学）

» 一i院成章メーカーの生自ｌ事止１二伴い、 受１注がストップしたことから生aが減少した, 能ｍ

■ ｌl用情勢 「持ち直しつつある」

有効求人倍率は低下しているものの、 新規求人数は增加している 。 人手不足を青最に企業の採用意欲力情
し、状況にあるなか、 震用情勢は持ち直しつつある。

１１,－ 人手不足に伴う増最のためにｆ上げを実施 しているものの． ’、ローワークや人材紹介会社力、らの開はｉｉんでいなし、信か、
R6 年度新率採用は１名も採用することができなかった, (製造集）

’ 集況の回ｌlにより人手不足整があるため、パート・アルバイトの時；合を上げているｌ動、． ｌ動きぶりに応じて正規I用一・の転換
を行っている, （０1食サービス）

■ 設開 「５年度は増加見込みとなっている」 Iｍ －ｍ ｒ法人企M:開al」 ６ ｔ１－３月Ia
〇５年度の設f般資ｔt画は、 製造集、 非製造集とも増カIl見通みとなっている。

■ 企業収益 「５年度は增益見込みとなっている」 ｍ ｒ田ａ６年１－３月期

〇５年度の経常利益は、 製造集 非製造集とも増通ｎとなっている。

■ 企業の景況感 「『下降』 超となっている」 （ｍ・ｎ ｒ法人企ＭMn１６年１－３月;M

〇 先行きについては、６年７～９月期に「上昇」超に転じる見通しとなっている。

■ 住宅建設 「前年を上回っている」

〇 新設住宅着工戸数をみると、持家は前年を下回っているものの．貸家、 分ｌl住宅ｌま前年を上回っており、全体
として前年を上回っている．

１１,－ 注文住宅は、資材ｆillをや人件量等のコスト上・前構を10めた結果、 ｍが」二算しており、E容Ilｌ准宅取得マインド低
下に伴って売」：：ｌ東数はｉｔ少している． （建設）

⊠ 地主の資産の⊠活用＝ーズをIｌl量にｆ家の受１注はｌ国ｌであり． 特ｌ二崎⊠前など⊠に近ｌ．、地Iaが期’．（建設）

■ 公共事業 「前年を下回っている」

〇 前ｔｌ金保証請負金額をみると、国、 独立行政；法人等は前年を上回っているものの、 都集、 ｉｔｉ町村力’ｌ前年を下回
っており． 金体として前年を下回っている。

－ ２－
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物if上算・の影響がみられるなか、 回Ilｌ二向けたテンポが緩やかになっている
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２．生産活動



４．設備投資 ５年度は增加見込みとなっている（全通換・全度業ベース）

５．企業収益 ５年度は增益見込みとなっている（全報被ペース）



６．企業の最況感
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７．住宅建設

８．公共事業
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